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数学も現在ではいろいろの種類があるOいわゆる代数系には体 (Ko rper)，群 (Gruppe)，
















ころで図 2の方が直感的にはよりわかりやすいので，図 2から説明を始めよう。図 2は 9個の








角形 d f Bを二つの底辺にもち， s を共通の頂点と し て も つ二個の三角錐が画かれてい る ので
ある O
さて点 a， b , C , d , e , f を 6 人の個人， よ り 正確に は法的人格 と解釈す る 。 つ ぎにA






いわゆる主権国家だとするOこの主権国家は sovereign (superanum) やHoheit (高権)をも
っといわれることからして，図 2では Sは最高所に置かれる。
つぎに図 2では線が全部で15本ある。この線は自然人 ( a ""' f) お よ び法人 (A ， B , S)
聞を結ぶもので，あらゆる法的人格間の関係，特に法的関係を示す。ただし図 2では複雑にす
ぎることを恐れて，中間的位置にある Aと Bの聞の関係は省略した。
こうして個人 aと bは一つの関係を結び， a とc も一つの関係を結ぶ。 そ し て こ れ ら諸個人
間の関係の総体が線分 lである Oとはいえこの lは線であって点ではない。つまり lは法的人
格をもたなし」それゆえこの lで世間もしくは社会を意味させることにしよう。この lつまり社
会は，個人もしくは法人といった個別体でなしに，関係体であり，それだからこそ，線であらわ
されるにふさわしいのである 1 )。とはいえ図 2においては線は lつまり社会とは限らなし」例え
ば線 a Aは個人と法人(自分の所属する会社もしくは地方共同体)との関係を意味し，線 a s
は個人(国民)と国家法人(国家)との関係を意味する Oさらに図 2には書き込まれなかった
が， S と そ の他の国家と の関係つ ま り 国際関係 (international relation) も書 き足す こ とが可
能である O但し世界国家が成立すれば個々 の国家も国際関係も無意味になるのは当然である 2 )。
さて個人と個人との関係では社会しか構成できなし」つまり線しかっくれないが，そうした
社会，つまり lの外に，しかも lの上に法人 Aをつけ加えると三角形 a c Aという平面空間が





図 1は 5層からなるOそして最下層は虚空間であり，下から 1層目がすべて O次元つまり点で
あり，下から 2層日は 1次元つまり線であり，上から 1層目が 2次元つまり平面であり，最上
層が 3次元つまり立体であるOそして実際， a""'f, A, B , Sはすべて点として下から一層
目に並び， I は下か ら2 層 日 に位置す る 。 図2 では線は文字通 り 線であ る が， 図1 では線は点
であらわされる。ただしこの点は下から一層目でなしに下から二層目の点であらわされるO事















図 lでは他のあらゆるペルソナと横ならびしているわけであるOまた a -- f同士の関係は社会
的関係であり，法的には私法的関係であるが， a- f のおのおの と S と の関係は国民対国家の
関係であり，公法的関係である Oそして図 1からも図 2からも，国家や法人をも巻きこんだあ
らゆる法的人格のあらゆる関係はすべて， persona(個的人格)もしくは indiv iduum Cindiviｭ











界論，国家論，社会論は明らかに個 ( E )種 ( B )類 ( A)という図式を愛用するへーゲル哲
学の亜流である。




















うした君主は文字どおり元首 (head ofstate) と 呼ばれ る 。
ところで頭と全人体とは部分と全体の関係にある Oそれゆえ国家有機体説は部分と全体とい













さて全体はギリシァ語では holonや synolonといい，ラテン語では totumという。それゆえ







































述語論理学の扱う命題は f ( a )， g(a , b) と い っ た タ イ プの命題であ る 。 こ こ でa ， b
は個別体であり，命題を法命題に限定すればペルソナつまり法的人格者である。そして fや g
は述語である。
日本国憲法の条文のいたるところで m何人も (every person) ，.....，" と い っ た文章がみ られる。
ここで波形は述語を意味する。また第 25条では mすべて国民は ( all people) ，.....，" と い っ た
文章と m国は (the State) ，.....，If と い っ た文章が あ る 。 さ ら に第94条 に は 明地方公共団体は
個
図 3




以上はすべて f (a) タ イ フ。の命題つ ま り ， 一個の個体ま た は複数個の ひ と ま と ま り を主語
とした命題であるが，こんどは g ( a， b) タ イ プつ ま り主語と 目的語か らな る命題， しか もa も























実をいえば図 4 (m) は図l の中の隠 し絵であ り ， 図4(IT) は図4(m) の中の隠 し絵であ り ，
図 4 (I) は図4 (IT) の中の隠 し絵であ る 。 と は いえ ， 図4 は し 、 か に も イ ビ ツ であ る 。 そ れゆ
えトポロジカルには同等で，しかももう少レ恰好のいい図に書き替えると図 5のようになる O
そしてもう一つおまけに図 5 (IV) を付け加え る こ と にす る 。 も ち ろん図5 (IV) も 図1 の中の
隠し絵である。









図 5が図 1の中の隠し絵であるとすれば図 6は図 2の中の隠し絵である Oそして図 6の( I)
'"-'(町)は図 5の( I)'"-' (IV) に対応す る O
このような図 5と図 6に共通適用できる解釈が図 7である Oそしてこれからはひとまず図



























しかしこれも単に哲学説にすぎず，現実に一人の人間Einzige , theEgo) に お いてみ られ る 。
だけが存在しているわけではない。











C に b を付け加えねばな ら な いが， こ れ も簡略化のた め に， 二人の個人の ま ま に し てお く5)。




の Gesellschaft は(1)社会学でいう社会と (2)商法でいう会社という意味があるが， (1)と ( 2)の区
別は図 7の ( ll )と ( m)のような仕方で区別しなければならなし」もちろん ( ll )と ( m )
の区別よりは ( II )と (IV)の区別の法がさらに厳しし1。これらの区別に較べれば(皿)と




(ll) が社会契約であ る と すれば(IV) は も ち ろん国家契約であ る O そ れゆえ(ll) の立場
がアナーキズムつまり国家否定主義であることは明らかである。( I)の立場もアナーキズム
つまり国家否定主義であり，その上社会否定主義であるが，これは余りにも極端すぎ，幻想的









その名のとおり，社会というものを中心テーマにする o sociology6) と い う ， 奇怪な新造語の





さて図 6 (町)が示すように Sが国家であれば， c とd は国民であ る 。 国家 と国民のペ ア ー




なあり方なのである 8)。ところがゲルマン世界になると civitas-civis の ペ ア が楼小化 さ れ
cite-citoyen やcity-citizen に な っ て し ま う 。 ま た ゲル マ ン語で はborough (自治都市)
-burgess(自治都市民)， Burg-Burger , bourg-bourgeois と な っ て し ま う 。
ギリシア語の poli sは英語では city -state (都市国家)と訳される。つまりポリスには都市
と国家という両義が含まれているのであり， state の部分を故意に無視 し ， city の部分だ け を
強調するのは誤りである。それゆえ cityも Burgも単なる地理学的な市や町ではなく，主
権とまではし 1かないまでも少なくとも自治権を保有するはっきりした政治的統一体 (body
politic) であ る 。
citizen の古典的意味を忠実に採用 し て い る の はむ し ろ ア メ リ カ 合衆国で あ り ， ア メ リ カ 合
衆国では出生または帰化により合衆国の構成員となり，合衆国に対し，忠誠の義務を負い，国民
権 (civ il rights) を も っ者をcitizen と い う 。 それゆ え ア メ リ カ で はcitizen は市民や公民で
はなく国民であり， citizenship も市民権ではな く て国民権であ る 。
日本の法律用語としては市民という語は存在しな t \oあるのは国民ということばと住民とい
うことばである。前者は日本国民というふうに使われ，後者は市町村住民や都道府県住民とい











は，住民が図 6の ( ill)における個人であるのに対し， r市民運動」 にお け る 「市民」 は図 6














フランス語に la commune と い う 語があ る 。 こ の語は フ ラ ン ス の ア ン シ ア ン ・ レ ジ ー ム の
もとでは，特権身分に対するブルジョアジーや民衆を指す。彼らは第三身分ともいわれるよう
に身分であって国民ではなし1。つまり図 6の ( ll )の状態である。しかしフランス革命成功後
の 1789年から95年にかけてつくられた Ia CommunedeParis はパ リ の革命政府を意味す る 。
また 1871年に成立したいわゆるパリ・コンミューンは労働者階級がつくった政府とされる O労
働者階級は階級である限りは図 6の ( ll )の状態であるが，彼らのっくりあげたパリ・コンミュー
ンつまり革命政府は図 6の (IV )の状態である Oパリ・コンミューンは極く短期間で崩壊し，
共和制国家に復帰するが，そうした通常の国家体制のもとでの communeは法人格としての地
方自治体である市町村を意味するのであり，これは図 6 (ill) であ ら わ さ れる事態なのであ る。
以上のことから，いちおう図 6の ( ll )，図 7の ( ll )は，非イデオロギー的には社会学者
の研究対象であり，イデオロギ一的にはアナーキスト，社会運動家，社会主義者，そしていわ
ゆる市民運動家の愛用する枠組であるといえる Oしかしこれに反し，図 6の ( ill )， (IV) ， 図
7 の ( ill ) ， (IV) は 自然人と法人を含む法的人格を基本に置い た法的国家論を， つ ま り 法人的
国家の中に見出だせるいろいろの法人と自然人の体系を表現しているといえる。
体系としては図 6の ( ll )が貧弱であるのに対し， (ill) , (IV) は ( ll ) に A や S をつ け加
えた分だけ豊かになる。そして図 1および図 2は実は図 6の( I)一一 ( IV)および図 7の












ここでは socialと stateは矛盾なく結び、ついている。しかし socialist state(社会主義国家)






社会主義というものが，図 6 (II) の枠を固守すべ き も のであ る と い う こ と がわか っ たが，














える。しかし国民でもなく，人でもないような存在は，図 6，図 7の( I)から ( IV)のどれ
にもあてはまらないという奇怪な存在であるOというのもローマ法では奴隷は人でなはなく物
として扱われたが，そうした奴隷さえも事実上の財産所有が認められたからであるOしかしそ















えるかもしれな L 、。 だとすれば，私有権の完全な剥奪という場合を除けば，図 6の( I) "-'
(IV) の図式に載せて も い い と いえ る か も し れな し 」 しか し なが ら ， 実は そ う し た個そ の も の
が全く消失してしまうというモデルが存在するのである O

















図 8 ( ll )は図 5 ( ll )とおなじであり，図 9 ( ll )は図 6 ( ll )とおなじであるOつぎにこの
(ll) か ら 出発 し て図8 ， 図9 にお いて(ll' )と ( llつをつくる o (ll) か ら(ll' )に移る
ことは l上の点 cが lの中に呑み込まれてその個体性と identityを失うことを意味する。従っ
て ( ll ' )では i上に点 aだけが残されるOそして ( ll ' )から ( llつへの移行は aもまた l











このように個体は lつまり社会に吸収されることが可能である。しかし，個体 aも個体 cも
国家の中に吸収され埋没することはできなし凡なぜなら国家 Sは法人としての個体だからであ
る。そしてこの点に社会 lと国家 Sとの根本的な違いがある。国という語は憲法に出てくる法
律用語である Oそして人も法律用語である Oしかし社会( Gesellschaft) と い う 語 は法律に は
登場しないし，共同体( Gemeinschaft) も法律に登場 し な し 1 。 ゲゼル シ ャ フ ト も ゲマ イ ン シ ャ
フトも社会学用語にすぎなし、。社会というものは図 8，図 9の 1つまり線で示される。そして
図 8にも図 9にも国家 Sが登場しない。それゆえ図 8，図 9は国家の存在しない状態つまりア
ナーキー(無政府)な状態である。しかしアナーキーの状態には二種類ある。一つは万人が万
人の敵であるという状態である Oそしてそれは図 8 ( II )，図 9 ( II )において aと cが対立し，
その対立が極限にまで高まった状態である。これに反し図 8 ( IIつ，図 9 ( IIつは個が lの中
に埋没している状態である Oそして ( II )が Gesell schaft(society ， 利益社会) の状態を示
すとすれば ( IIりは Gemeinschaft (community， 共同社会) の状態を示す と い え る 。 図 に
おいて明らかなように ( II )も ( II りも国家のない状態だから，両者ともアナーキー(国家
抜き)の状態であり国家以前の状態にはちがいないが，前者が個人主義的アナーキーであるの
に対し，後者は没個人主義的アナーキーであるといえるであろう。
ところで後者の没個人主義的状態つまり ( II つの状態は思想的にはー灯園の西田天香のこ
とば「ほんとうの信とは自分がなくなること (self-negation) であ る O 信は一つの宇宙に溶け
こんだ姿 (a stateinwhichtheselfismergedwiththecosmos) であ る 」 に よ っ て う ま
く表現されている。そしてこの状態は図 8 ( IIつ，図 9 ( IIつとぴったり一致する O
もう一人の西国である哲学者西田幾多郎はもう少しソフィストケー卜された形で，つまり場
所の論理という形でーと多の問題を論じた。そしてこの場所の論理，そしてさらに無の場所の
論理というものも実は図 8 ( IIつ，図 9 (II") の事態を悔渋かっ無器用 な い い ま わ し で述べた
ものにすぎないのである。しかし両西国の思考法はともにせいぜい ( II ) '"(I つ の段階 ま
でにすぎないのであって，図 6の ( il )， (IV) の段階に は達 し て いな いのであ る O







ここで図 8，図 9の ( ll ) '" (ll') にかかわ る モ デ、ルの有効'性の一例 と し て ， 原始社会で
の復讐原理をとりあげてみよう。いま lを氏族，家族，部族のどれかだと仮定する o 1 の メ ン
バ- aが lのメンバー以外の集団に属する人間を殺す。すると殺されたメンバーの近縁の人間
が aに報復するというのが普通の敵討である。しかし原始社会では復讐の対象は aとは限らず，
C で も い い と さ れ る 。 そ の理由 は こ う であ る 。 報復の対象は一次的に は a で はな く l 自体に向
けられる。しかし lは法人ではなし 1からつかまえどころがなし、。かといって lのメンバーのす
べてを殺すわけにはし 1かなし、。殺されたのは唯一人だからである。 だとすると lのメンバーの
























以上のようなプロセスは図10の ( ll ' )今( ll") 今(ll 仰 ) と い う プ ロ セ ス に よ っ て正確に













のであるOところで図11の ( II )は「水に波」を示し， (II") は 「水 に波な し J を示す。 そ
して図11の ( II )は図10の ( II )に，図11の ( II " )は図10の ( II " )に対応するOそして図10





的に記述することができた 0 9 )図 1ではいちおう国家で打ち止めにしたが，その上になお諸国
家を考え，国際社会を考えることも可能だし，国家連合や世界国家を考えることも可能である。
そしてそうした考えを束論で表現することも容易である。













































るという立場から制限主権論を唱え， 1968年チ ェ ッ コ に軍事介入 し ， 世界中か ら総ス カ ン を喰 ら っ
た。これに懲りてか，ヨーロッパ共同体でも加盟国の主権制限についてはきわめて慎重である。
3) ホ ッ ブス の 「 リ パイ ア サ ン」 の冒頭の絵で も 巨大な国王と彼の鎖子鎧 ( く さ り よ ろい) に群 り く っ
ついている豆粒のような国民がみられる。
4) 家族国家論は国家を家族の延長と み る考え方であ る 。
5) わが国では一人会社は認め られていな い。 と い う こ と は二人以上あればい い と い う こ と に な る。
6) コ ン ト の当時は SOCIUS と い う ラ テ ン語 とlogia と い う ギ リ シ ァ 語の混血的造語法は醜い と さ れ




7) ギ リ シ ァ 語のapolis と い う 形容詞は文字通 り に は非ポ リ ス 的 と い う 意味があ るが。 こ れ に は (l)
国家をもたない野蛮人と (2)国家から追放され，国籍を奪われたという意味であり，ともに好ましく
ない状態を指す。





9) 不法行為責任に は， 個人責任， 企業責任， 国家責任があ る 。 確かに社会悪と い う こ とばが存在 し，
それは社会の内包する矛盾から生じる害悪のことをいう。社会悪は社会に原因があることは確かで
あるが，社会に責任があるとし，この責任を追究することは不可能である。
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